
２０１４年度 事業報告書

特定非営利活動法人 尼崎・スマイル

１、 事業内容の確認

【事業内容】

（１） 日常生活支援事業

（２） 自立支援事業

（３） 訪問介護事業

（４） コミュニティーハウス事業

【目的】

この法人は、これから生活保護を受けようという人や、現在保護を受給している人などに

関して、お互いの支えあいを大事にした生きがいある生活づくりのために、安否確認などの

事業を行うことにより、もって自分自身や他者の生き方も受容しあい、健康づくりや生活の

安定を図り、支えあい助け合える仲間として楽しく、共に学び成長しあえるいきいきとした

地域コミュニティの創造を目的とする。

【特定非営利活動の種類】

（１）保健、医療又は福祉の増進を図る活動

（２）社会教育の推進を図る活動

（３）まちづくりの推進を図る活動

（４）人権の擁護又は平和の推進を図る活動

【平成26年度 各種事業 活動報告】

１．日常生活支援事業

・相談活動

・食糧援助

・安否確認

（実施月・実施回数）

・毎週 木･土･日曜日、随時（4月～3月 計 150 回）

尼崎・スマイル

○武庫川周辺の野宿の方への支援活動は概ね実施することができ

た。全体数は減ってきている。（定住30人ほど）相談活動の充実が

図られている。生活保護への相談と健康相談、襲撃の相談が多

い。実際に襲撃に遭われ重症を負われた方が出た。生活保護へ。



２．自立支援事業

・役所への隧道

・就労支援

・コミュニティー

（実施月・実施回数）

・随時（4月～3月 計 18回）

３．訪問介護事業

・居宅訪問

・健康観察

・病院への隧道

（実施月・実施回数）

・随時（4月～3月 計 120回）

４．コミュニティーハウス事業

・2015 年 2月開始

○２．３．の事業については定期的な活動を実施できた。

寄付金の使途は概ね日常支援事業に当てたが、野宿で現金

収入が無い方には、食糧援助と共に現金支給にも当てさせ

ていただいた。不足分についてはボランティアの個人持ち

出しとした。

自立支援・訪問事業については、今年度は概ね5人ほど

の野宿等の方が、生活保護に入られ、施設やアパートに移

られた。定期的に数人の方を訪問し、また別の方を不定期

に訪問活動を続けている。主に、話し相手となる支援をし

ている。役所への対応等の相談にも乗っている。

また活動が広く知られ始め、生活困窮者、家族問題等の

相談も増えてきた。個別に対応と支援にあたった。

○４．の事業については建設資金の3000万円を借金を

し、建設に踏み切った。現在は6名の契約者が居住されて

いる。ハウスに関わる活動を通して、告知、募金、運営の

難しさを実感している。未だ運営資金を賄えない状況が続

いている。その中で、居住者の安心と地域との円滑な関係

が生み出されていることは評価される点である。今後は、

地域にもスペースを開放していく予定である。


